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全生連・通常総会開催 

 

２０２６年度全国生コンクリート工業組合

連合会・協同組合連合会通常総会が６月１９

日（金）、千代田区の都市センターホテルで開

催され、２０２５年度事業報告、決算、剰余

金処分案及び２０２６年度事業計画、予算案

が承認されました。 

工業組合連合会賦課金については、出荷数

量１㎥あたり５円から８円への変更が承認

されました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会の模様 

 

 

第２回品質管理監査員研修会 
Web開催 

 

 

福島県生コンクリート品質管理監査会議

による第２回監査員研修会が７月８日（水）、

Web開催されました。昨年度までの第２回研 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修会は集合して開催しましたが、本年度は始

めて県内５０工場を Zoom でつないで Web

研修会として実施しました。 

 研修会は、益子監査統括責任者と鈴木副監

査統括責任者から第１回研修会に続いて監

査における留意点説明と、事務局からは９月

１日（火）から１ヵ月間に渡り実施する全国

統一品質監査日程が提示されました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Web研修会の模様 

 

   

共同事業委員会開催 

 

２０２６年度第１回共同事業委員会（倉林

勇委員長）が８月１９日（水）に開催されま

した。 

概要は次の通りです。 

＜主な議題等＞ 

１． 地区本部・共同事業委員会報告 

２． 第１四半期生コン出荷実績について 
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３．第１四半期代行試験実績について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
委員会の模様 

 

技術委員会・品質管理監査委員会
開催（合同） 

  

２０２６年度第１回技術委員会（磯上秀一

委員長）・品質管理監査委員会（益子清志委員

長）による合同委員会が８月２０日（木）に

開催されました。 

概要は次の通りです。 

＜主な議題等＞ 

１．技術講演会・品監合格証交付式開催につ

いて 

２．品監結果報告書のとりまとめについて 

３．地区本部・技術委員会報告 

４．地区本部・品質管理監査委員会報告 

５．コンクリート舗装普及実績について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
総務委員会開催 

 

２０２６年度第２回総務委員会（大竹重

政委員長）が８月２５日（火）に開催されま

した。概要は次の通りです。 

＜主な議題等＞ 

１． 工組・経営者セミナー開催について 

２． 地区本部・総務委員会報告 

３．工業組合員役員・従業員雇用状況調査 

結果について 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

委員会の模様 

    

コンクリート主任技士 

資格取得支援研修講座（Zoom） 

 

Zoom を活用したコンクリート主任技士の

資格取得支援講座は４年目になります。教育

研修事業の一環として実施し昨年度は３名

の合格者（含：研修講座未受講者）が出まし

た。＜本年度研修スケジュール・全３回＞ 

① ７月１７日②８月２１日③１０月２３日 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修の模様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会の模様 
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事業五継続への 
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2020年度官公需割合

912
千㎥

全国生コンクリート工業組合連合会は２０２５年度（令和７年度）の全国生コン総出荷量を６０２７万７千㎥（非組合員は

推計）と発表しました。前年度比９１．８％となり、７年連続で過去最低を更新しました。需要別では官公需が前年度比９０．

８％で１７５３万４千㎥、民需が同、９２．２％で４２７４万３千㎥でした。建設現場の人手不足の長期化、建設資材の高騰

による計画の見直し、働き方改革による各業態の完全週休２日制の導入からの実働時間減少、建設工事の工期延長、納入の遅

れ等様々な要因が絡み合って生コン需要回復への下押しの原因になっています。特に、官公需の減少は民間投資が大都市圏と

比べ相対的に少ない地方の生コン工場にとっては事業継続への大きな懸念に繋がっています。 

下部の円グラフは２０２５年度と２０２０年度の福島県生コンクリート工業組合員の生コン出荷量を表示しています。 

福島県生コンクリート工業組合員の２０２５年度生コン出荷量は８６２千㎥と、２０２０年度比で５２．５％とほぼ半減と

なりました。需要別では官公需が２８万３千㎥と同、比３１．１％で３分の１まで落ち込む反面、民需は同、比７９．６％で

５７万９千㎥となっています。福島県内生コンクリート出荷量に占める官公需量減少が大幅になっています。 
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＜主な行事＞ 

＜7月＞ 

2日（木）地区本部 品質管理監査委員会 

6日（月）福島県生コンクリート品質管理監査会議による生コン 

～10日（金）工場査察（立入り 5工場） 

8日（水）福島県生コンクリート品質管理監査会議監査員Web研修 

13日（月）全生連 技術委員会 

16日（木）工組 2026年度監査取りまとめ打合せ 

17日（金）工組 コンクリート主任技士資格取得支援Web研修 

22日（水）福島県建設産業団体連合会 参与会 

23日（木）地区本部 総務委員会 

24日（金）地区本部 共同事業委員会 

28日（火）地区本部 技術委員会 

＜8月＞ 

18日（火）福島県建設産業団体連合会 理事会 

18日（火）地区本部 事務局連絡会議Web 

19日（水）工組 共同事業委員会 

20日（木）工組 技術委員会／品質管理監査委員会（合同委員会） 

21日（金）工組 コンクリート主任技士資格取得支援Web研修 

25日（火）工組 総務委員会 

 
工業組合員上・下期出荷数量 
（２０１６年度～２０２５年度） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜統計＞ 
福島県工組（6 地区） 

   （単位：㎥・％） 

地 区 7 月 前年度比 
累計 

(4～7 月） 
前年度比 

県 北 13,058  67.2% 47,119  74.1% 

県 中 13,125  79.0% 61,938  104.5% 

白 河 12,681  127.0% 48,399  129.9% 

いわき 13,872  90.8% 50,127  99.2% 

相 双 16,158  92.0% 55,866  89.4% 

会 津 9,266  90.2% 32,777  101.6% 

月 計 78,160  87.7% 296,226  97.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北地区本部（工業組合） 

   （単位：㎥・％） 

県 7 月 前年度比 
累計 

(4～7 月） 
前年度比 

青 森 40,411  82.7% 152,533  105.4% 

秋 田 47,365  86.4% 156,121  92.1% 

岩 手 42,155  93.8% 140,351  86.5% 

山 形 48,208  100.8% 148,664  96.3% 

宮 城 84,608  100.2% 317,402  105.4% 

福 島 78,160  87.7% 296,226  97.0% 

 

福島県隣県 6 県工組出荷数量 

   （単位：㎥・％） 

県 7 月 前年度比 
累計 

(4～7 月） 
前年度比 

宮 城 84,608  100.2% 317,402  105.4% 

山 形 48,208  100.8% 148,664  96.3% 

新 潟 73,122  84.0% 254,242  86.5% 

茨 城 94,429  82.8% 348,610  89.7% 

栃 木 68,388  101.5% 269,552  99.1% 

群 馬 70,279  90.7% 252,108  96.7% 

 

901 911

836

905

822

646

532
561

488

442

895
858

970

823 817

582
550

573

465
420

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

2016年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

工業組合員上・下期出荷数量推移

上期 下期

千㎥


